
都市と建築に関わる近年の活動や業績で、設計監理、施工、行政、教育、まちづくり、発

注など建築士としての多様な立場を通じて行った未来につながる社会貢献に対して、

その活動・業績を担った建築士もしくはそのグループを顕彰する。

未来につながる社会貢献とは、たとえば、美しい景観の形成、安全で魅力的なまちづ

くりや空間の提案、自然環境や歴史的環境の保全、地球温暖化・人口減少・高齢化社

会に対する提案、弱者に対する対策、文化・にぎわい・コミュニティの創出、建築に関

する啓蒙・普及など多様であるが、さらに、これからの建築士の仕事を開拓するよう

な、従来の建築士の枠を拡げる活動の応募も大いに期待したい。

賞の対象

これからの建築士賞　10 点程度（ 但し、応募点数による）

名称及び受賞数
遠藤 幹子（office mikiko / 一般社団法人マザー・アーキテクチュア）
岡部 明子（東京大学大学院新領域創成科学研究科教授）

藤原 徹平（フジワラテッペイアーキテクツラボ/NPO 法人ドリフターズインターナショナル/横浜国立大学大学院Y-GSA 准教授 ）
山崎 　亮（studio-L/東北芸術工科大学教授、同大学芸術学部コミュニティデザイン学科学科長/ 慶應義塾大学特別招聘教授 ）

審査員

別紙候補推薦書に記入の上、必要に応じて参考資料をA4用紙3枚以内にまとめ
て、事務局まで提出のこと。関係資料は返却されないものとする。郵送、メールに
よるデータの送付も可能。候補推薦書は東京建築士会ホームページからダウン
ロード可能。自薦、他薦を問わない。

応募方法

これからの建築士賞
「建築士」は日本の都市と建築にかかわる重要な職能資格であり、設計監理、施工、行政、教育、まちづくり、発注者など幅広い業務に携わ

りながら、未来につながる社会の実現のため努力してきました。近年では防災、環境、高齢化と人口減少、歴史文化の喪失など多くの課題

の中で、その専門的な知見を生かしながら、魅力的な社会、街並み、建築空間の実現を目指して活動しています。

なかでも最近は他の建築関係の会とも連携し、それぞれの地域をベースにした協働も盛んになってきており、これらの新たな活動が大き

な波となって地域社会の未来に力となる事も期待されています。多様な分野における建築士ならではの新しい動きに光を当て、顕彰し、

支援するとともに広く世の中に伝えようとするのが「これからの建築士賞」の目的です。

第3回
2017

原則として建築士もしくは建築士を含むグループで、活動のベースが東京にあること。
過去の応募者の再応募は可とします。

応募資格

募 集 要 項

審査員が直接係った案件は応募対象から除外される。また審査員が所属する事務所、グループが審
査対象となる場合は、その案件に係る一切の審査から外れるものとする。

入賞8点（応募点数25点） 

審査結果

関連情報：話題の書籍

1
業績名 建築士は地域のかかりつけのお医者さんへ

候補者名 株式会社さくら事務所

2
業績名 志摩ドクタープロジェクト

候補者名 ナノメートルアーキテクチャー／野中 あつみ ＋ 三谷 裕樹

3
業績名

「未来につなげる社会貢献」
―街に公共建築が根づくまでの長い道のり

候補者名 新井　久敏

4
業績名 水辺の豊かで創造的な未来を作る活動における水辺の建築家の活動

候補者名 岩本　唯史

5
業績名

空きテナントを活用して、商店街の衰退を食い止めつつ、地域の魅力 
発信と実験の場をつくる。

候補者名 NPO法人AKITEN

6
業績名 パンは建築。神田川ベーカリー

候補者名
株式会社神田川ベーカリー
軍司 有佳里、中島 千尋、三浦 雅美、小沢 彩、倉益 孝行、小牟田 恵、三浦 美樹、伊藤 大貴、
嶋田 玲子、福本 怜、嶋田洋平、三浦 丈典、茨田 禎之、小田 大輔、多田 治樹、西村 浩

7
業績名 住居と園庭

候補者名 松浦　荘太

8
業績名 実験研究室のリノベーション

候補者名 建築築事務所 archichi office



今年初めて本賞の審査に参加した。私が建築を大学で学び始

めたのは1994年だが、本当の意味で建築をやっていこうと心を

決めたのは、1995年の阪神・淡路大震災の復興ボランティアに

参加した経験からだ。都市・建築がまとう歴史や記憶、この当た

り前の存在によっていかに我々の生活がいかに豊かなものに

なっているのか都市が失われて痛感した。また同時に新しい建

築が社会や人間の関係を素晴らしく変えていくような奇跡的な

瞬間も目にした。以降私にとっては新しく建築を設計すること

と、当たり前に存在している豊かな社会環境を維持するという

一見矛盾した二つの行動が等しく価値を持つ。

株式会社さくら事務所は、ホームインスペクション（住宅診断）

の草分け手的なプレイヤーであり、本賞が期待する建築士の未

来的な役割をすでに長年実践してきている。良質な設計思想に

藤原 徹平 （ Teppei Fujiwara ）

岡部 明子 （ Akiko Okabe ）

基づく住宅が、スクラップ＆ビルドではなく再活用されていく社

会を実現するためには、買い手と売り手がフェアにコミュニケー

ションできる客観的な指標、倫理的な規範が不可欠である。

ナノメートルアーキテクチャーの「志摩ドクタープロジェクト」

は医師不足と赤字経営で崩壊寸前の地域医療を、医師と建築

士による強固な協働作業で復活させようという試みだ。プロ

ジェクトそのものは始まったばかりだが、実は建築士たちの地

域に入り込んだ活動は学生時代にまで遡る時間の厚みをもっ

たものだ。地域貢献が大学建築教育に取り入れられたことが、

こんな形で実を結んでいくとはと良い意味で驚く。地域医療と

いう広域かつ深層の社会システムを、個人と個人の結びつきに

よるプロジェクトによって補っていくとは！なんとすごい人間力

＆チャレンジ精神なのだろうかという想いと、補わねば失われ

るという日本の地域社会の窮状への緊迫感とが同時に押し

何をするにもまず敷地が要る──そう思い込んでいるが本当

だろうか。人は、敷地という概念を持つ以前の、はるか昔から、

身を置く空間を自ら設えてきた、すなわち建築してきたはずだ。

それが敷地に縛られることで随分窮屈になった。私は最近、

もっぱらスラム通いをしているが、敷地のはっきりしていないと

ころでは、建築はもっと自由でたくましい。

水辺は、東京を含むアジアモンスーン気候帯では、汚れたもの

をすぐに水に流すことができ人が最も容易に住み着ける場所

だった。他方、今年の審査では、ミズベリングの名で知られる

「水辺の活動」が、これからの建築士のフロンティアであること

に、みんなが納得した。少し皮肉な話である。港湾は国の管轄だ

し、河川を一部含む敷地設定はありえず、現行制度の下では管

理関係が複雑だ。豊かな水辺空間を創出するのに、ゲリラ的活

動から始めて、関係する多様な主体間を調整し、官民連携にま

で拡げてきた戦略はうまい。

都市東京の土地利用の主流は、土地が細分化された戸建て住

宅地である。空き家や空き地が増える傾向にあるなか、こうして

できた空隙が隣接する庭などと連担してシェアできればもっと

住環境はよくなると誰でも思っている。だが、実現を阻んでいる

のが、排他的な所有権を規定する敷地境界線である。「住居と

園庭」では、それを見事にやってのけていることに感銘を受け

た。設計した住居の1階ピロティ部分と庭が、隣接敷地に建つ保

育園の園庭として提供されている。保育園との敷地境界線を成

す塀の一部を撤去し、往来可能にしている。保育所の需要は高

まっているのに一般に迷惑施設で、新設できる場所を探すのに

難儀しているが、この住居に住む一人暮らしの高齢の女性は、保

育園とつながることでかえって生き生きと暮らせるようになった

という。

本来、人が身を置き活動する空間に絶対的な境界線は存在し

ない。今年の審査は、制度の枠内で建築しているうちに忘れてし

まった当たり前のことに気づかせてくれた。

迫ってくる。

本賞の審査に参加すると、受賞する活動だけでなく、賞を与え

られなかった活動もその問題提起や社会背景は、十分に価値の

あるものであることがわかる。「これから」を考える過程そのもの

が非常に創造的であった。賞をあげるという一方通行でない、賞

選定の議論の過程のような、開かれた価値伝達の場を持つこと

も今後考えるべきであることは間違いない。

建築家である皆さんが子どもの頃、なりたかった職業という

のは果たして一つだったでしょうか？ それは年齢や環境ととも

に変化し、たまたま今は建築家と名乗っているだけ、という方も

多いのではないでしょうか？

私自身は、社会人になった同時期にたまたま出産をしたため、

「建築家と母親」という二つの仕事が柱となって、この十数年を

歩んできました。私にとって建築というのは、世の中の困難や問

題、人生の苦悩や悲しみを鮮やかに解決し、社会に秩序と調和

をもたらすFormulaで、魔法のような力です。この力をもって、

母親だからこその目線で社会に向き合ったことが、途上国の妊

産婦死亡という深刻な課題を建築的に解決する成果につなが

り、本賞第１回の受賞に至ったのだと思います。これは十数年

間、二足のわらじを履いていたからこそ育めた、私にしかできな

い建築の力だと信じています。

私たちの寿命はさらに延びるでしょうから、今後は恐らく、

二足、三足のわらじを履き替えながら、大人になっても新しい

ことにどんどん挑戦し、その能力を発達させ続けることが求め

られる時代になるでしょう。そういう意味で、今回受賞された

「神田川ベーカリー」と「建築築事務所」は、二足目、三足目のわ

らじを履き足しながら、軽やかに自然体に、それでいて強い使

命感と責任意識をもってお仕事をされている頼もしい方々だと

思います。

神田川ベーカリーは、建築士である女性の働き方について、

建築事務所内での役割分担の枠から抜け出して、パン屋さんと

いう事業を作り出すということで新しいFormulaを生み出して

いることが大変評価できます。先日伺った時はあいにく定休日

これからの建築士賞第3回

遠藤 幹子 （ Mikiko Endo ）

でパンを頂くことができませんでしたが、古いアパートや味わい

のある公園に囲まれた、とても素敵な界隈でした。この「パン屋

さんである建築士さんたち」が、今後この地域にどのような関わ

りと広がりを構築して行くのか、とても楽しみです。

建築築事務所は、メンバーが建築士になる前に化学研究に

携わっていたというキャリアの持ち主とのこと。「二足目のわ

らじ」だからこそできることを自ら積極的に見極めて、それを

複数の案件で着実に実施されてきたことは大変評価できま

す。化学実験の現場は残念ながら素人の私には分かりません

が、このようなセカンドキャリアとしての建築士が、今後社会に

どのようなイノベーションをもたらしてくれるか、とても楽しみ

です。

このように、二足三足のわらじを履くことで世の中に新たな

価値を提供するのは素晴らしいことですが、それ自体が目的に

なって満足してはいけません。「かけ合わせたからこそ、どんな

奇跡を起こせたか？」「どんなユニークさを発揮したいのか？」

をいつも自覚し、「社会をより良く築こう」という使命感や責任

感をいつも忘れずにいたいものです。その意味で、建築士という

国家資格が我々の職能を証明してくれていることは、とても大き

な支えになっています。

今回、建築のバックグラウンドを持って素晴らしい活動をさ

れている何人かの方を推薦したかったのですが、残念ながら皆

さん資格保有者でなく、非常に残念でした。この賞を通じて皆

さんと議論を重ねながら、建築士という資格制度のこれからの

あり方についても、何か新しい流れを作って行けたらいいなと

思います。

審査員講評

今回は25の応募があり、一次審査で全ての提案について一つずつ審査し、一人以上の審査員が推す13の

提案を二次審査の対象とした。二次審査で残った13の提案について、更に個々に議論を深め、最終的に8つ

の取り組みを、審査員全員一致でこれからの建築士賞に決定した。
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これからの建築士賞第3回

遠藤 幹子 （ Mikiko Endo ）
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審査員講評

今回は25の応募があり、一次審査で全ての提案について一つずつ審査し、一人以上の審査員が推す13の

提案を二次審査の対象とした。二次審査で残った13の提案について、更に個々に議論を深め、最終的に8つ

の取り組みを、審査員全員一致でこれからの建築士賞に決定した。
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今年初めて本賞の審査に参加した。私が建築を大学で学び始

めたのは1994年だが、本当の意味で建築をやっていこうと心を

決めたのは、1995年の阪神・淡路大震災の復興ボランティアに

参加した経験からだ。都市・建築がまとう歴史や記憶、この当た

り前の存在によっていかに我々の生活がいかに豊かなものに

なっているのか都市が失われて痛感した。また同時に新しい建

築が社会や人間の関係を素晴らしく変えていくような奇跡的な

瞬間も目にした。以降私にとっては新しく建築を設計すること

と、当たり前に存在している豊かな社会環境を維持するという

一見矛盾した二つの行動が等しく価値を持つ。

株式会社さくら事務所は、ホームインスペクション（住宅診断）

の草分け手的なプレイヤーであり、本賞が期待する建築士の未

来的な役割をすでに長年実践してきている。良質な設計思想に

基づく住宅が、スクラップ＆ビルドではなく再活用されていく社

会を実現するためには、買い手と売り手がフェアにコミュニケー

ションできる客観的な指標、倫理的な規範が不可欠である。

ナノメートルアーキテクチャーの「志摩ドクタープロジェクト」

は医師不足と赤字経営で崩壊寸前の地域医療を、医師と建築

士による強固な協働作業で復活させようという試みだ。プロ

ジェクトそのものは始まったばかりだが、実は建築士たちの地

域に入り込んだ活動は学生時代にまで遡る時間の厚みをもっ

たものだ。地域貢献が大学建築教育に取り入れられたことが、

こんな形で実を結んでいくとはと良い意味で驚く。地域医療と

いう広域かつ深層の社会システムを、個人と個人の結びつきに

よるプロジェクトによって補っていくとは！なんとすごい人間力

＆チャレンジ精神なのだろうかという想いと、補わねば失われ

るという日本の地域社会の窮状への緊迫感とが同時に押し

「これからの建築士」の「これから」とは何を指すのだろう。そ

んなことを考えながら応募案を拝見した。その結果、「これか

ら」は以下の５つに大別されるように感じた。

１つ目は「新たな分野で設計する」。実験室の空間を設計す

る、アート作品を構造的な視点から設計する、公共建築におけ

る設計者の決め方を設計するなど、これまで建築士があまり関

わってこなかった分野で設計に携わっている事例である。2つ目

は「ある分野に特化して設計を続ける」。銭湯や学校など、特定

の分野にこだわって設計を続けるからこそ生まれてくる発想に

「これから」を感じた。３つ目は「まちづくりに貢献する」。水辺空

間や複数の空き店舗の活用を通じて、単体の建築物よりも広い

範囲でまちづくりに関わる事例である。4つ目は「建築以外の事

業に取り組む」。建築士たちがパン屋を始めるという事業は象

徴的である。5つ目は「市民と建築をつなぐ」。ホームインスペク

ターやすまいのナビゲーターの育成や相談窓口の設置など、市

山崎 亮 （ Ryo Yamazaki ）

民が建築に接する機会を増やす試みだといえよう。

特に印象的だったのは、公共建築における設計者の決め方を

設計し直した新井氏の取り組みだ。公共建築を魅力的なものと

するために、自らが設計しようとするのではなく、設計者の選び

方を設計するという立場に徹した点が秀逸である。こうした立

場で活躍する建築士が増えない限り、実力のある建築士が公共

建築の設計に携わることができないという不思議な状況が続

いてしまうことだろう。

また、商店街の空き店舗を活用して「これからの商店街」のあ

り方を模索する「NPO法人AKITEN」の取り組みも興味深い。通

常だと借りるのが難しい空き店舗を、まちづくり会社や商店街

関係者と協力しながら効果的な用途へと変化させている点が

すばらしい。さらに、その用途が次の商店街のあり方を示すこと

になっている点も見逃せない。建築士による地域への貢献方法

を示す好例だといえよう。

迫ってくる。

本賞の審査に参加すると、受賞する活動だけでなく、賞を与え

られなかった活動もその問題提起や社会背景は、十分に価値の

あるものであることがわかる。「これから」を考える過程そのもの

が非常に創造的であった。賞をあげるという一方通行でない、賞

選定の議論の過程のような、開かれた価値伝達の場を持つこと

も今後考えるべきであることは間違いない。
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第3回 これからの建築士賞 入賞作品

① 建築士は地域のかかりつけのお医者さんへ



第3回 これからの建築士賞 入賞作品

② 志摩ドクタープロジェクト



第3回 これからの建築士賞 入賞作品

③ 「未来につなげる社会貢献」 ―街に公共建築が根づくまでの長い道のり
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第3回 これからの建築士賞 入賞作品

④ 水辺の豊かで創造的な未来を作る活動における水辺の建築家の活動



第3回 これからの建築士賞 入賞作品

⑤ 空きテナントを活用して、商店街の衰退を食い止めつつ、地域の魅力発信と実験の場をつくる。



第3回 これからの建築士賞 入賞作品

⑥ パンは建築。神田川ベーカリー



第3回 これからの建築士賞 入賞作品

⑦ 住居と園庭



第3回 これからの建築士賞 入賞作品

⑧ 実験研究室のリノベーション
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